
 

消費者と事業者が契約する場合、両者には持っている情報の質・量や交渉力に格差があります。 
このような状況を踏まえて消費者の利益を守るために、平成 13 年 4 月 1 日に「消費者契約法」が
施行されました。その後、高齢化の進展をはじめとした社会情勢の変化等に対応した改正法が平成
29 年 6 月 3 日に施行されました。 
 改正の一例として、「受け取った商品にいかなる不具合があったとしても、キャンセルは一切で
きない」というような契約条項は、消費者の利益を不当に害する条項として条項無効となるという
内容が盛り込まれました。 
 このような法律を基にして、相談窓口では消費者トラブルの解決のお手伝いをしています。 
契約の際に何かおかしいと思われましたら、お気軽にご相談ください。 
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大学を卒業し働き始めたが、仕事が合わずに半年で退職

した。その後、資格を取ろうと専門学校に申し込んだが、

それも続かなかった。今は正社員として働いているが、

以前の引越費用や、生活費の不足分を借金しており、そ

の返済のせいで生活が苦しい。実は奨学金も借りており、

その返済は止めてもらっている。今後どうしたらいいか。 
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借金に関する相談も、消費生活相談で受け付けています。債

務整理は最終的には法律の専門家に依頼することになります

が、その前に借金問題を解決するための様々な方法や情報を

お伝えできます。借金の原因に消費者トラブルがあれば、窓

口が解決のお手伝いをできる場合があります。 
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